
第１回５０周年事業 PR 部会 議事録 

開 催 日 時 令和元年６月１１日（火）１８：３０～１９：４５ 

開 催 場 所 知立市役所現業棟 第１０会議室 

出 席 者 １０名／１１名 

欠 席 者 １名／１１名 （池端伸二委員） 

事 務 局 企画政策課長補佐 政策係担当 

１．自己紹介及び事務局説明 

・５月３１日に行われた実行委員会に出席できなかった岡田委員及び吹原委員による自己紹介後、５０

周年事業プロジェクト（市職員による組織）から部会に参加する落合委員及び橘川委員、清水委員によ

る自己紹介。 

・柿原部会長より、事務局に PR 部会についての説明を求められ、次のとおり説明。 

PR 部会が他の４つの部会と大きく異なっている点は、行うべきことがまだ全く決まっていないこと。

PR 部会の果たす役割は大きく、他の部会でいくら魅力的なコンテンツを企画しようとも、PR 不足によ

り市民がイベントを知らず、当日会場に来てくれないと全てが水の泡になってしまう。 

まず、５０周年事業は『市民が主役』であるため、市民に対して PR をしてほしい。その後に市外に向

けても発信し、市外の人に「知立市って５０周年なんだ」「こんな取り組みをするんだ」と意識付けが

できるといいと考えている。 

 

２．柿原部会長による説明「PR 部会第一回会合（６／１１）座長としてのお願い」 

資料をもとに、今後の部会の進め方等について柿原部会長より提案があった。→承認 

そのほかに次の事項について決定した。 

◆次回部会開催日：７月１７日（水）１８時３０分～ 第１０会議室 

 

◆次回部会までの課題：７月１０日（水）までに事務局あてに各々が考える PR 方法を資料として提出

する。※事務局はそれをまとめて、次回部会開催日までに各委員に送付する。 

※極力、事務局への提出はメールでお願いをしたい。 

 

◆役割分担  

部会長：柿原委員 

副会長：竹内委員、落合委員 

書記：吹原委員  

渉外：佐藤吉和委員、池端委員、清水委員 

広報：杉浦委員、佐藤史朗委員、岡田委員、橘川委員 

対外折衝（渉外）：柿原委員、竹内委員、佐藤吉和委員 

 

〈意見〉 

・市の職員も同じ立場で参加しているため、役割を与えてほしい。（落合委員） 

（上記役割分担はその意見を反映後のもの） 

・渉外の役割として次のような取り組みはどうだろうか。（岡田委員） 



文化協会や老人クラブなどは、団体ごとに５０周年記念事業を行うだろう。それらの団体の会議に出席

させてもらい、事業を PR する手法を尋ねる。＊市の PR 手法と重複しないかチェック。 

その結果、合同で PR した方が効率の良いものがあれば合同で PRを行う。（PR ツールの共有） 

お互い PRし合い、その結果、５０周年全体が盛り上がることを目指す。 

 

３．その他意見 

・PR すべきターゲットや方向性について話合わなくてよいですか。（事務局） 

→そこで選択肢を狭めてしまうのは避けたい。まずは幅広い意見を持ってきてもらい、そこから共通事

項を整理するなどして決めていけばいいのでは。（柿原委員、岡田委員） 

・そもそも PR 対象として、何の事業を PR すればよいのか。５０周年事業全体か？それとも１１月８日

の特別事業のみか？（落合委員） 

→特別事業をメインに考えてください。予算も特別事業のみを PR すると想定しています。他の各事業

は事業毎にそれぞれの団体が PR をしていくと思われます。（事務局） 

・部会委員の氏名及び住所、メールアドレスを記した名簿を作成してほしい。（柿原委員） 

→全員問題無いですか？（事務局）→承認 

 

４．次回までの課題 

・委員は、７月１０日（水）までに事務局まで PR 案を郵送またはメールする。 

・事務局は、上記をまとめて、次回部会開催日までに各委員に送付する。 

・事務局は、部会委員の氏名・メールアドレス・住所をまとめたものを全員に送付する。 

 

 

 


